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CBDの形状と I呵心の叫完は， i詞心ド」札む立しの「¥1核を成し， 商業・和政の中心」として， E. ¥1/. 
(2)CBD機院の分祈の 2つに大別す
Burgess1lがCBDを指摘したことに始まる．これを契授にして，いわゆる都由生恙学i'.l勺研究が盛ん




CBDの本格的研究は， 1950年八の R.E. MurphyとJ.E. Vanceの研究から始まる，まず， C 
BD両定方法として C.B. I. M. を聞発し， アメリカ合衆1員の 9部市に近）甘したJ). ただし， この方
怯は紐!'.l勺側面からのoli定て、，買的側面からの考慮はあまりなさ且てしヽなしヽ．
Murphyらによるこの CBDi直定方法は，いくつかの指襟を祖合わせた炭合指も農によるものであ
り， l{iJ様の方法はその後， ケーフタウンJ)'ji__Lf独 6都市5), 名古屋し），大阪7) なと多くの都市に適用さ
れてしヽ る．
また， CBD飢定の他の方法としては， ブロック『各 , il洛紛し価格 10) など
泊ー指梗を）甘いた[l1j定）］法や， J.B. Goddard 1)の口‘／卜｀ンの中央地域の仙究や石詞ぷ子旦）の名










の研究 17), ホワイトカラーに1』いばを当てた研究 18-J[)) は， CBD恨院としててはなく，都市あるいは
認ける事務所機指の飢完としててある．ただし，小森）且児笠:~O) が，事務所のア‘／ケート







くプロセスを分析した研究~I)や，戦 1罰・戦後の CBD の地域分化の比校より， CB DO)発/J斐形人（同
心ド誓］禍動構凸）を指摘した研・茫;,)がある乱）．






















の指桃として，(1)紐物の総床面積が敷地面積のどれだけを占めるかという ，ネノ ト容積率三 (2)中心
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判； l図 千菜市中心部におけるネット容積率の分布
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弟 2図 千虻市1j:1心部における 1j:1心業務虹約）文指数 (C.B,l.l,)の分布
第 1図か ら坑 3図は，千策市都心部の 265のプロ ノクに対する，各指杖しの分布状態 (5段限区分）
である．このためには建物用途別現況図を利用し，また現地調腎tによっ て，住宅や！註車楊な ど非CB
D!'. 勺土地利用を除くなど，袖足を行なった．
第 1図と第2図は，各ブロ y クごとに404個の建築物2!l)を対象として，それぞれネノ ト容梢率，C
BI Iを岱［出したものの分布状況を示している ．両図とも，国鉄千葉駅前地区と 千菓銀座・中央銀座
地区の 2地区が高い｛直を示していることが明 らかである
3図は， 各プロ、ノクを代表する路線価格を，山内の最高路線価格:JO)に対する比率（百分比）とし
て示 している． ［月鉄千築駅nりの2つのプロノクが最 も高い クラスに屈し， 千策銀座 ・中央銀座はそれ
より一段低いクラスの地区となっている．
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［ニ-,0 -19匁 {) 200 Il 
'-- , I 
第 3図 千娯巾中心部における路線{!Hi格の分布
次に， これらの 3指椋を各指椋ごとに最も高い附級に屈するブロノクには 5点，最も低い階級のブ
口、ノクには 1, 点とし うヽよう にいIり、りをりえ， プロ、ノクごとに湘純に袢点の総合計を訂罪した．このよう
な手続きによ り作成されたのが第 4図である ．
各ブロノクの陪級区分の；i平点の総得点によって，CBD内にCBD機能の集中核をなす CoreArea 
(10,1 りから15、I?、1・ま で）と ，それをとりま く FringeArea (5 /iから 9 、 1/~、まで）の 2 段 l料の地区を抽出
し，それらをもってCBDを構成する地区:1I)とし，それ以下 (4、I;代以下のプロック）はCBD以外と
した．た応し4,1ば以下のプ ロックても打公庁，銀行などが所在し， CBDl'.J勺性格が位礼ヽことが現地調
杏の結果あきらかな楊合は， 周l州の状況を考慮した上で， CBDの範囲に含めた ものもある．
以上の作業の結果，画定された千虻市CBDJ、」には，二つの Coreがあり ，
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第 4図 千策市中心部における CBD3指椋の総合による CBDO)仙l定
(l) Core Area (A)として， 1国鉄千葉．［訳前の特に金融業務機能の集飢した地区
(2) Core Area (B)として，中央銀陀・千葉銀座を中心とする特に小売商業機能の集禎した地区
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＊夜間人II (/州I:人11) (ま， Cl3 D (ぷ
」：見一丁目， 二丁H, 中央—-J・・ 日～四
fll, 栄Il」＼本千策町）における総居
仕人 1・1数を表わす。






















Core Area (A), (B) 及び
CBD機能の集積状況をみる．
























そして東詢銀行 (1965年）の進出を見る．また，第7図で見るように， 1965 
年に三菱銀行が本Il「通 りから，Core Area (A)へ移転している． 一方， 地元銀行の代表である千葉銀
行は，1963年に CoreArea (A)に進出し， 千策相互銀行は1965年 5月に本町通 りか ら， Core Area 
(A)へ本店を移転させている．
銀行に代表される金融機能の集積と大型店舗Hこよる商業機能の船積の相乗効果は， 中央資本による





千葉興業銀行が1968年に Core Area (A)に進出し，
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限iT名 移転内容丁1移転1!文
l 「身¥+1 1. 銀i 本）i移他、 1965 5 
I 
2 菱 fH 1 r 移 転 1965 9 
3 「→ ［化リ且］化:;r:J! 1 i' 本Ji;移も、 1972.3 
4 j、利1 銀 1」:I移 ', I.-' . 1972 3 
5 「梨銀行 本店移転 1973.3 
6 常 1湯銀・h ;f多 fa: 1973.11 
A: 大阪圧 (1963り.)










第 7図 千菓市 Iー ド心部における商業機伯・金融役訂ビの移転現象
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(2) 中央銀附・千築銀座地区 [CoreArea (B)J 
Core Area (A)と対比される地域が CoreArea (B)である．この地域は，戦前から戦後にかけて
中心商貼街であった千葉銀附一瞥が， Core Area (A)の発展によって相対的にその地位を低めるよ
うになったものである．
1921 年にできた京成千策駅（現在の中央公国の位!1~!~) を中心に，北側には大和銀行 (1943 年），棗
側には千葉銀行の本）占 (1943年） :;:l)' 富士銀行 (1947年），太陽神戸銀行 (1954年）が並んで，麿観的
にも 1つの銀行街（「銀行通り」と呼ばれていた．）を形成していた．一方， これらの地域の内側にあ
たる千葉銀座周辺には，第一勧業銀行 (1927年），東京相互銀行 (1950年），そして中央銀座周辺には
千葉肌業銀行の本店 (1952年） ;!4) が集伯していた．
また地元銀行，およひかなり早くから都市銀行などが集禎していた CoreArea (B) に， 1956年か
ら1967年にかけて大型店鋪の集栢がみられた．奈良屋 (1956年），京成ナラヤ (1958年），扇屋 (1959
年），田畑 (1964年），緑屋(1964年），十字屋 (1967年），そして丸興 (1967'.年）の進出である:l,,).
しかし， 1965年~70年までは， まだ CoreArea (B)への大型店舗iの進出はあったものの， このよ
うな庇業機能の集積も，京成千築駅の移転 (1958年）と [I{j鉄千築！駅の移転 (1963年）によって，
のメリットが薄れて，買物客の流れが変化した．さらに1972年には，地元の奈良屋が中央資本の＝
と捉携して，ニューナラヤとして， Core Area (B) から (A) に移転した．この時期を境に， Core 
Area (B)は，完全な停滞期に入ったとみられる：い）．
なお， この1972年には，金融機能の移転現象として，大和銀行の CoreArea (A)への移転がある．
また，同じ移転現象でも，本店（（千葉即業銀行 (1972年:_)'下策銀行 (1973年）））の移転が行なわれ
た．しかし， この 2種類の移転現象には，多少紅味が違うようである.nu者のあ合は， CoreA rea(B) 






(3) Fringe Area 






千薬銀座・中央銀附の CoreArea (B)に中心商店街は移った．また， 本町通りにあった扇屋は，現
｛ビの所へ， りにあった奈良屈は，現在のセントラルプラザの所に移転した．そして．このよ
中規校部由における CBDのfi1j定とその檬fjビの集柏状況 57 
うな中心商店街の四方移動により ，木IIJ商店街，吾妻町商店街，栄町商店街などが，中心をはずれて
Fringe Area となったわけである ．なお栄flJ地区は，その後特殊浴場を中心に，ー大娯楽地区を形
成している ．
庄た， Core Area (B) の出側に位Iiりする市島町・長洲Jl!Jは，明治の初期に県部とな ってから，県




（千菓輿業銀行 ・千葉銀行）が本店を，各々 1972年， 1973年に移伝させている．今後のCBD拡大方
向として注目すべぎである ．
JI -3 C B D機能の集砧重心の移動
今まてCBD機能の集柏状況を， Core Area (A), (B)そして FringeArea について考察してき
た．ここては， CBD機能の楳柏の勘所i'勺移動について考察する．






re Area (B) に含まれる中央一丁目 (44.1 o/o) 
・中央二丁目 (40.5%)が最も高い率を示して
いる． しかし，1967年良に対する1974年度の夜
間人口の減少率は， Core Area (A)に含まれ
る'i貨士見一丁目 ・ニ丁目 で最高の減少率40.0%
を示している．この事実から， CBD機能の

























CORE AREA B 
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第 8図 CORE AREA における夜間人口の変化
（千雌市）
* CORE AREA A ・・ ・ ,g~土見一丁目）二丁目
* CORE AREA B-・ ・ 中央一丁,......,l:J四丁目，本千莱flT
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第 9図 CORE AREAにお：ナる歩行者械の変化
＼千菜廿i)
<iHIJ定場所＞
* CORE AREA A・・ 国鉄駅前泊り， ショッビ‘ノグセ
ソタ ー●ードショッピン＇グ セ‘ノク ー
入口
CORE ARE:'¥ B---1j:1央銀應銀座通り ，玖成駅前
通り ，東爪札I冗銀'f『IJ,京成千
弟駅四「l
＊「第 21I日］， 千策「忙中心而店街の交通鼠凋従 ・消費者




























第10図 CORE AREA における路線価格の変化
（千策巾）
く代表路線価格＞
* CORE AREA A-・・ 国鉄千菓駅前
CORE AREA 13・・セソトラル プラザ拙（千策銀座）
＊「路線価設定地域図」国税局，各年度， より 作成。
表的な路線価格の経年襄化を表わした第10図ても，1967年を境にそれ以降， Core Area (B)に代わ
って， Core Area (A)が最高路線価を維持している ．しかも， 年代が経つにつれてますますその差
が大ぎ くなって きている事に‘ 目したい．
以I:のよう ば励きを見せる CBDにおいて，現実にCBDを形成している CBD機能の集積重心の
移動を分析する．
CBD機能としては，前述の定義のように 5種類の機能 （小売機能 ・サービス機能・一般業務機能
• 金融機能・ 信［公庁機能）が考え られるが，CBDの拡大発展に「謁与する CBD機能としては，商業
機能と金融機能が代表的なも のである:n)
CBDにおける商業機能としては， 1958年以降CBDに立地する大型店舗をとり， その機能を表わ
す指椋と して売場面柏を使mする:m. Core Areaにおける商業機能の経年変化を表わしたのが，第
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* CORE AREA 
Area (B)は1968年頃から停湘状態に入り，
方]963年から視われてくる CoreArea (A)は，
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CORE AREAにおける金融機能の増大
（千葉市）
これらの金融機能は， 商業機能（大型）古餅l) と結びついている．大筋として， 地元資本の大盟店鋪は
地元銀行と， 中央資本の大型1;打舗は）地元銀行・都市銀行の両者に取引関係をもつことが多い．しか
し最近の傾向として地元資本の大型店舗も，中央資本と提携する動きが見られる．
いま金融機能を表わす指椋として :19), -}応銀行の）苫鋪数で代表させることとすると， 第12図が作成




千葉市CBDの CoreArea における CBD活動は， 1963年に現在馳に国鉄千葉駅が移転• 新築し
たことにより，その駅前に CoreArea (A)が新たに出現し，商業機能や金融機能がここに続々と集
積ずることによって一段と活発化した．
いて CoreArea (A)は，それ以前から中心として栄えていたいまの下身竺銀）が固辺の CoreArea 
(B) に対して，歩行者斌，路線価格：•およひ金融機能に関しては， 1.967年切にはこれを凌附し，仙業機
能（大型店売場面栢）に関しては， 1967年頃から急激に発展が始まって， 1972年には (B)を凌駕して










互円／坪）に対する比率（石分比）であり，柳ケ瀬を中心とした地区と， Iicj 似岐阜• 新岐白駅1~1j地区と
に，明確に二極化した構造を示している．
さらに千葉市と同じ方法て｀，各指慄別にフロノクごとに1i'I仕口をゲえ， その得人い、およひ現地翡，]付を参




(1) Core Area (A) として， l員鉄岐阜• 新岐阜駅前の金閾見・業務機能の集禎した地区
(2) Core Area (B)として，柳ケ瀬通りを核として小売商業機能の集禎した地区
(3) Fringe Areaとして， CoreArea (B)の四側（柳ヶ瀕4・5丁目）の飲食店などの集机した娯














そこで具｛本的に， CoreArea (A), (B)および FringeArea 別に， CBD機能の集積状況をみる．





金融機能の集柏は， 1931年に地元銀1¥・の十パ銀行（本）占）が神田 ll!J に店乳~H を !HJ設したことに始ま
り，そして1937年には第一勧業銀行， 1941年には東而銀行，そして1947年になると，三和銀行・
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銀行と し、う よう に誓'b"銀行の進出をみる．
1950年代になると ，地元の金融機関の巡出が起こっている ．すなわち，1952年に 3行（中央相互銀
行ー ・岐1;:.机互銀行・ 十六銀行［廿］屋町支店） が1月」設， 1954年には名古）嘔相互鉗行・岐
に、、進出している
金）巾が1駅fj1J
大型）;(噌りの進出と しては， 1971年10月の シャ スコl肢Iド）占がある．この立地が）泉囚てこの地区の歩行
苔1-/}は，骰大となっている（第19図） ．
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二 191',;l:J.I 
；力UI叉I 1皮J/1li1 I 1,し合1;1.こおげる11心］し筋集忍）良指数 (CBII)の分布
中規模部市にお（寸る CBOの訓定と その機能の集柏状況 63 
ている




さらに祈しいi』きと して二つの現線が表われている． 一つは， スーパー ダイニーの祈岐阜駅の表側
への進廿J(1976年3月） てある ．この．立地により ，ショソビ、／ク客の祈しい流れがぐ上じ， Co「eArea 
(A)の拡大が予想される ．もう一つの現象は，千策市でも見られたように，外祁資本（四i武系）が地





杞;161叉I I岐1;いいい心部における CBD3指村農の総合による CBDの訓定
この CoreArea (A) の地域は，わずか 0.5kn仔の中に200店舗の一般商店い）が集まっており，こ








什古IIT, 禍~(,;·l!IJ には符合， ってきた.1908年には市内電車,j-1) が ljl~通し，翌年には美
i:j:r規松都市における CBDのfilj定とその機能の集利［状況 65 
農Iり線l5)も開通し， 交通の中心としての性格も併せもつことになった．
とする地区が庇業地として整備されるのは， 1920年に行なわれた専売局跡地の仏下げに よっ ててあ
しかし決定的に柳ケ社乱を中心
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化する千葉市の場合と異なって， 柳ヶ瀕地区は
依然拡大発展する様相を示している ．
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が70.4 % (1 970年'.)を ,1—i めてし、
て慰楽、と向であることは， Core
八rca(lう） (70. 2 % , 1970年）と
[, 1Jじてあるが，核となる昨業施
,i斐カヽ 、9ばし．ヽ U)jJ、llJ徴である
- ~• カ， ,,•,, ・公Ii地 1メ（よ， If)役）外
0) I汀力移印、 （（西厨IiJ (1889年），





















i' 1礼 を扱う よ うにな り， 生産と 販元を兼ねたl~{JJ五
として出発したのか発展の投1人lである 11;). この
ようにして，現在国鉄駅前の CoreArea (A) 































る餡向は， 多くの都市でみられる． 特に こう し
た場所には大堕）占舗の進出 ・増設が累柏して，
古 し、 Corじ An:•a が転移することが多い ． 油述
の丁・i巾心とは， 肌判的な（タiJてある．岐1;:山の
傷介 （，；［ と＇、）であろうヵ •‘
そこて，了飢．巾と叫じ考え）jて， CBD機能
の集飢1f(.C,,の移動を考寮する 、
歩fi者：！してみると （第 19図） ，1971.年には，
（よやくも駅廿行の Core:、 Arca (八）が，柳加の
Core Area (B)を凌1駕している ．そして Core
Arca (A)ては，沿干の変勁を伴いつつ瀕次培加しているのに対し， Core Area (B) ては，停滞の傾
向を示 して， そのえが徐々に拡大 しつつある． この事文は，交通の条占節！・中心に近い CoreArea (A) 
0.5 
01 I I 1 I I I I 1--' 
1969 1971 1973 1975 1977 :r 









次に，CBO機能のイli'H々 の指椋より ，集禎の樹所的移動について考祭する ．まず，商業機能を大型
比?Bilの］［場1i'r禎て・J旦っ した第20図を見る と， 昔から中心商業地として栄えてい るCoreArea (B)は，
1955:.rから1971年までほとんど停滞状隙であった．また，一方， Core Area (A)は，1957年の祈岐
阜一面貨）占の間店で，約 3倍の仲びを示しているが，その後は CoreArea (B)と同じ く， 1971年まで
｛、Jド滞状匪であった． しかし，1972年になる とi,屑地域とも，新たな大盟貼の進出 .J曽設があり ・18)' 商業
活動は活発化すると同時に， この1972年を境に， CoreArea (A)が CoreArea (B)と立場を逆転さ
せている． そして，その後円ひ， Core Area (B)において，裔島屋の進出な どもあ って， 現在両地
城は均衡状態にある
次に， CBD機能として重皮な金蘭州機能の集柏について考祭すると，第21図は千葉巾といHi使，資料・
の都合 I~ , 銀行数で代）廿したが， この図から1945年に CoreArea (A ) • (B)は肩を並べた ものの，そ

















































と1972年に， CoreArea (A)はCoreArea (B) 
を凌駕している．そして油業機能については，
1977~78年にかけて j廿び Core Area (A)と(B)
が， 檬能の集柏をほぼjlt]貪窄にしてしヽ る． また，
金籍應機能については，＇常に Core Area (A)が
Core Area (B)を上回ってい る
岐阜市CBDにおいては，前述の千菓-mcB




















(3) 両定されたCBDについてみると， CB 
D内剖には CoreAreaと FringeArea との
2段1音の地区がオ川出され， Core Areaは両市
とも CBD内部で二つに分れて存在している．
中規模都市における CB Dの画定とその横能の虹柏状況 69 
これを両市とも交通上の結節中心に近い方を， Core Area (A), I日来の中心商店街を含む方を Core
Area (B) と名付けた．
(4) 交迎上の結節中心に近い Co「eArea (A) にはCBD機能として，両市とも大邸市中央資本に
つながる大邸小如占と金磯機閲が集柏している．
(5) I日米の I中心商店街を合む CoreArea (B) もCBD機能として，大型小売店や金融槻関
しているが，その集柏の反合は (A) の発止に応じて相対廿勺には弱まっており， また大都市中央資本
とのつながりもそれはど強くなし、．
(6) CB DI人］部における CoreAreaの形成は両由とら金融機能と大型小売店が一定地域に特に
栢することによって起ったとみることができる．
(7) 以上の CoreAreaをmlむ Fringe Areaは，かつての中心商店街が交通結節点となる駅の移
励や，それに｛半う大型）占の進出などのために衰退した地区，官公庁地区，中心商店街の周辺などに多
く形成される娯楽地区などから成る
(8) J: 記の CoreArea (A)と CoreArea (B) という CBD内部の二つの機能集積重心は最近に
おける交通」口の結節、1仄への交通鼠の吸引を主囚として (B)から (A) へという移勁傾向があらわれて
しヽ る と岐Jil、mにおいては，その傾向は新しく中心駅が造られた千葉市において顕著で，岐阜
市ではそれほど卯著でなく， Core Area (A)と (B)
れるとしヽ える．
としてはほぼ同等で二極構造がみら
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The Delimitation of CBD in Mediun1 City and the Consideration 
on the Agglomeration Aspects of its Function 
Fumio TAKANO and Yoshikazu FUKUSHI1¥1A 
The purpose of this paper is attempt to delimit CBD in medium sized city and to analyze 
the agglomeration process of various functions characterizing CED. Such purpose, as suggested 
by R. E. Murphy, is of the most basic and important in the geographical study on CBD. In 
order to realize the study purpose, we selected two cities of Chiba and Gifu as study area and 
took the following procedures. 
1. The CBDs of the two cities are delimited on the basis of three indices of the ratio 
of total floo「 spacelo lot space in every street block, the intensity of central business func-
tions, and the front foot value. 
2. The areal differentiation within the ddimitcc1 CBDs is clarified by elaborately mapping 
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the land use pattern in the CBDs, which is identified on the basis of the results of field work. 
3. The temporal variation of some typical functions which characterize the CBDs 
is studied in terms of their landscape and function. 
4. The spatial shifting of the agglomeration center of these functions, which might be 
caused by centralization and decentralization mechanisms in the CBDs, is analyzed. 
Our some findings are obtained as the following, 
l. The territories of the both CBDs in Chiba and Gifu are shown in Figures 4 and 16 
respectively. 
2. vVith regard to the areal differentiation, three types of areas can be recognized in 
common. These are core area A, core area B, and fringe area. In the CBD of Chiba, core 
area A is composed of some blocks in front of Chiba Station, where financial a叫 bu_:;iness
functions concentrate with high density. Core area B emerges in Chiba Ginza and Chuo 
Ginza, both of which are characterized by the largest and the primate commercial agglomera-
tions. Fringe area is composed of the government and public ofice district adjoining to the 
southern part of core area B, the amusement district in Sakae Street, and the old central 
、shoppingstreet in Honcho Street. 
In the CBD of Gifu, core area A occupies its site in front of Gifu Station (J.N.R.) and 
Shin-Gifu Station (Nagoya Railways Co.) and is mostly dominated by a number of fmancial 
and business offices. Core area B is consisted of many retailing blocks including Yanagase 
Shopping Street. Fringe area is composed of three areas: the government and public office 
district being contiguous to the northern part of core area B, the amusement center closely 
neighboring at the western part of the same area, the textile wholesale disしrictlocating in 
north-western front of Gifu Station. 
3. On the basis of agglomeration of CBD functions in Chiba and Gif u, it can be said 
that core area A is characterized by the concent「ationof什nancialand commercial functions, 
which main terminal stations associate with to a certain extent, and that core area B is 
nothing but the region where large shopping stores accumLrlate with high density in old 
central shopping street. Fringe area is characterized by blighting of the functions agglome1・a・ 
tion, which is resulted from the removal of railway station and the invasion of big retail 
stores with mighty capitals. 
4. ¥Vith respect to the spatial shifting of the agglomeration center, in Chiba, this center 
formerly existed in core area B moves to core area A in exhaustive manner. In contrast, the 
shifting of the center in Gifu from core area B to core area A is done in half-way so that 
the spatial pattern of agglomeration reveals bi-polar structure aしpresenttime. 
